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審 査 結 果 要 旨
小児の齲蝕予防は，主にフッ化物の塗布や洗口によるエナメル質の耐酸性の向上，あるいはシーラ
ントに代表される齲蝕好発部位の物理的な封鎖により行なわれてきた。シーラントは材料学的な分類
から，レジン系あるいはグラスアイオノマー系のシーラントが臨床で使用されており，完全防湿可能
な場合には前者を，半萌出歯のように防湿が不完全な状況で使用しなければならない場合には後者を
用いている。しかしながら，レジン系シーラントは物理的強度や接着力が高い反面，フッ素の徐放量
は少なく，逆にグラスアイオノマー系シーラントは，フッ素の徐放量が多い反面，物理的強度が劣る
ため，双方の利点を有するシーラント材の開発が望まれてきた。
本研究では，グラスアイオノマー系シーラントに匹敵するフッ素の徐放量を有し，かつ従来のレジ
ン系シーラントの高い物理的強度を有するS-PRGフィラー含有シーラント（ビューティシーラント）
の臨床予後について評価を行った。
観察症例数は，乳歯５９４歯，永久歯で７１１歯（合計１３０５歯）である。本研究結果として，最長約２年
間の観察期間中において，シーラントの脱落率は，乳歯において１０．５％，永久歯では５．７％であり，
乳歯および永久歯のいずれにおいても，６か月での脱落が最も多かった。脱落の種類においては，完全
脱落が乳歯において８２．２％，永久歯では７９．１％であり，残りは破折を伴う部分脱落であった。また，
シーラント処置をおこなった歯における齲蝕の発生頻度は，乳歯で０．４％，永久歯で０．０６％であり，極
めて低い値を示した。歯種別のシーラント脱落率は，乳歯においては第二乳臼歯が最も多く（７３％）
であり，永久歯においては第一大臼歯（４６．５％），第二大臼歯（３２．６％）であった。本シーラントは，
脱落症例においては，早期に完全脱落する傾向を示したが，シーラント処置歯における齲蝕の発生は
極めて低いことが明らかとなった。
以上の結果から，本シ ラーント材は，小児期における齲蝕予防に有効な材料であることが示唆された。
本研究論文は歯科材料学のみならず，小児歯科学の臨床にも有用な知見を提供することが期待さ
れ，博士（歯学）の学位論文として相応しい内容と判断する。
